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日本精神保健看護学会
第31回学術集会・総会を終えて

第31回学術集会会長　安　保　寛　明
（山形県立保健医療大学）

おかげさまをもちまして、日本精神保健看護学会第 31 回学術集会・総会が 2021 年 6 月 5 日～ 6 日の 2

日間のライブ配信と 6 月 25 日までのオンデマンド配信によって開催されました。

第 30 回学術集会の開催から 10 か月の期間での開催となりましたが、会長講演のほかに、学会シンポジウム、

教育講演 2 題、国際連携講演、大会企画 2 題を準備することができただけでなく、一般演題 97 題と第 30 回

学術集会では実施がかなわなかったワークショップでは第 30 回からの延期分もふくめて 26 のワークショッ

プを迎えての開催とすることができました。また、参加者も一般参加者 844 名と市民公開講座への参加 145

名による 989 名の参加がありました。オンライン開催という新しい開催方式となったにも関わらず、多くの

方のご参加を賜りましたことに感謝しております。また、会期中のみならず会期の前後に、多くの会員の方々

から温かいお言葉を電子メールなどにて頂きました。この場を借りて御礼申し上げます。

さて、今回の学術集会のテーマは「精神保健の時代をひらく共創造」としました。共創造は、誰かと誰かが

出会い、対話や経験の共有がなされ、その場を肯定的にとらえることで創造へのエネルギーが生まれて生じる

ものだと考えています。そこで、ほぼすべての企画で参加者同士、または演者同士の対話や交流が生まれるよ

うに準備をしました。例えば教育講演では演者と座長の 4 名による対談の機会をもちましたし、国際連携講演

でも講演部分を事前配信したことで対話には多くの方のご発言がありました。

さて、およそ 2 年の準備を重ねた企画委員一同でしたが、私たちで準備できなかったことが一つあります。

それは、皆さんが学術集会の感想を近くの誰かに話す機会を作ることです。ぜひ、このニュースレターを手に

取った会員の皆様は、今一度学術集会の感想をお近くの参加者の方と話してくださればと存じます。その対話が、

皆様の近くでの新たな共創造のきっかけになるかもしれません。もし、精神保健に重きをおいた共創造が日本

のいたるところで皆さんの力で起こりましたら、それこそが学術集会を通じて目指していたことであると思い

ます。そんな未来を期待しながら、御礼と閉会の報告とさせていただきます。
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COVID-19における支援システムの共創造－臨床現場と教育・研究の
視点から支援の多層性を考える－に参加して

則　村　　良
（医療法人財団青溪会　駒木野病院）

2020 年 1 月から現在まで続いている（勢いを増し続けているというべきか）コロナウイルス、
COVID-19 に最前線で対応にあたっている精神医療の医療従事者の状況と必要としている支援等に関心
があり、この大会企画に参加しました。

私が、臨床の看護管理者、臨床をサポートする専門看護師、専門看護師や看護学生を育成する大学教員、
3 名のシンポジストの報告を聴きながら思ったことは、平時から臨床と学会、大学等学校関連、これら 3
つの異なる領域を（産官学連携のように）つないでおくことが大切になるのだろうということです。なぜ
なら、支援の多層性は重要ですが危機的状況になって急にネットワークの構築や連携を始めることは難し
いですし、ネットワークの構築や連携がないところに別の領域から支援を始めてもぎくしゃくするだけだ
からです。

支援を受ける側と支援する側の準備性や関係性が存在、成熟しているなかで多層性というのは可能にな
ると思います。私は臨床の人間で、組織内でスタッフをサポートするポストについています。そして、い
ざ当事者になったときはサポートを受ける、受け入れる体制を作っていくことにも参画していくことにな
る（普段からが大切なので、今この時にも始めていなければならない）と思います。その仕事がいかに骨
の折れるものか、しかし重要であるか、そのヒントをこの企画で学べたと思います。貴重な報告をしてい
ただいた 3 名のシンポジストに感謝申し上げます。

示説発表に参加して

松　尾　　綾
（医療法人社団天紀会　こころのホスピタル町田）

この度は日本精神保健看護学会第 31 回学術集会・総会を開催していただき、学術集会会長の安保寛明
先生並びに準備と運営にご尽力いただきました実行委員会の皆様に感謝申し上げます。

COVID-19 の影響により、昨年から WEB による学会開催が増える中、今回の学会ではオンラインで
の参加だけでなく、示説発表もさせていただきました。WEB 上での示説発表は私にとっては初めての経
験であり、紙面や音声で伝えるにはどうしたらいいのかと試行錯誤しながら準備しました。伝えきれなかっ
たと感じる部分もありましたが、WEB 上のコメント欄でのやり取りという形で補うことができ、安心し
て発表することができました。今回の発表では、開放病棟で認知症患者を受け入れる看護師の意識をテー
マとしました。開放病棟の看護師が認知症患者を受け入れることで予測されるリスクを考え、不安を抱え
ながらも患者へのよりよい看護を目指していることが見えたことで、日々行っている看護とチームとして
の方向性を再確認できたと思います。私が働く現場でも COVID-19 の影響は大きく、緊張感で余裕がな
いことも多い日々です。このような状況だからこそ、看護研究や学会参加は日頃の看護実践を振り返るた
めに必要であると強く感じています。これからも積極的に研究に取り組み、学会参加で新たな知見を得て、
患者様への看護に活かしていきたいと考えています。
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口演発表に参加して
岳　　こ　な　み

（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

今回、初めて日本精神保健看護学会学術集会へ参加させて頂き、口演による演題発表に挑戦致しました。
学会への参加・発表自体の経験も少なく、初めての WEB 上での発表となり、音声を吹き込んでの動画作
成など試行錯誤、新たな経験がぎゅっと詰まった準備期間でした。当日参加してくださった皆様、開催期
間中に興味をもってくださった皆様、ありがとうございました。また、皆様の講演や演題を拝見し、精神
保健について改めて考える機会を頂き、学びの深い 1 か月となりました。

新型コロナウイルスの影響により新しい生活様式がいわれて 1 年以上が経ち、オンラインを活用する
ことが日常になってきました。私自身子育て中であり、時間や場所に制約を受けにくいオンラインに助け
られることが多々あります。今回の演題発表では「オンラインでの精神保健福祉施設実習に対する看護学
生の満足度に関連する要因」というテーマで発表をさせて頂きました。これからの看護を担う学生の皆さ
んも、実習参加にあたっての生活の制限や現地に行くことができない葛藤などを抱えつつも、前向きに学
びを深めていました。オンラインとその場に参加すること、どちらの良さも取り入れた新しいスタイルが
教育や臨床の現場で生かされていくのだろうな、と感じています。

最後になりましたが、学術集会の開催を支えてくださった関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

ワークショップに参加して
～実践家の成果報告と学びの場の学術集会～

三　井　督　子
（医療法人財団光明会　明石こころのホスピタル）

第 31 回学術集会で、「地域包括ケアの実現に向けて　CNS による外来での看護相談・看護面接の取
り組みと課題」と題してワークショップを行いました。私は 2017 年より自施設で患者の家族に対する
看護外来を行っています。新しい試みでしたので試行錯誤しながらですが、看護外来について第 28 回、
第 29 回の学術集会で示説で報告させて頂きました。その際にポスターの前で声をかけて頂いたり、他の
研修会などで精神科病院で看護相談を行う専門看護師と知り合い情報交換する中で「専門看護師の看護外
来の実践を多くの方に知ってもらいたい」「困難さや課題を共有したい」と思うようになり今回の企画に
至りました。実は昨年の第 30 回大会に応募していたのですが、ワークショップが中止となってしまい 2
年越しの思いがありました。WEB 開催のワークショップは初めてで、打ち合わせも全てメールや WEB
でしたので少し不安もありましたが、60 分という短い時間に５名の専門看護師の実践を凝縮し、立ち上
げのプロセスと活動の実際を紹介しました。チャットで「看護外来をしたいが病院にどう働きかけるか」「実
際に相談があるのか」など質問を頂き、興味や関心を持って頂いていることを感じました。開催できた達
成感や学びだけでなく、抄録の作成から打ち合わせの中で体験を共有し多くの学びと刺激を得ることがで
きました。学術集会が縁で繋がりこうして形になったことが嬉しく、私の呼びかけに応じてくださった先
輩方に感謝しています。臨床では形の整った研究を行うことはなかなか難しいのですが、価値のある実践
をこれからも報告していきたいと思います。今大会の企画や運営を担当してくださった皆さま、どうもあ
りがとうございました。



4

第31回学術集会・総会を終えて

第31回学術集会事務局　髙　谷　　新
（山形県立保健医療大学）

第 31 回学術集会はハイブリッドな形式の開催を目指してまいりましたが、会期の約 2 か月前という
時期に感染拡大の状況に鑑み開催方式の変更を余儀なくされました。2021 年は震災から 10 年という
節目の年です。東北山形の地に参加者の方々に足を運んでいただけなかったことは心残りではありますが、
会員の皆様から多くの魅力ある一般演題、そして 26 ものワークショップをご登録いただき非常に充実し
た内容の学術集会プログラムとなりました。そして会員、非会員など 844 名の参加登録をいただき、市
民公開講座合わせますと約 1000 名の皆様にご参加いただくことができましたこと、心より御礼を申し
上げます。

今回の学術集会の準備に際し、コロナ禍において皆様がどのような期待を抱いているかを大切に考え、
オンライン参加でありながらも、可能な限り来場の感覚に近い体験となること、かつ、その方法が、どな
たでも参加しやすいものとなるよう試行錯誤を行い、学術集会を運営してまいりましたがいかがでしたで
しょうか。1 か月の WEB 閲覧期間ではほぼすべてのプログラムを視聴閲覧できるようにし、ライブ配信
会期では一般演題の質疑応答のディスカッションの機会など、インタラクティブな機会を作りました。本
学術集会参加が、様々な知との出会い、「共創造」のきっかけとなっていましたら学術集会事務局、企画
委員一同幸甚に存じます。

私自身は学術集会というものの運営に携わることが初めての経験であり、様々な課題、困難がございま
したが、安保寛明学術集会長、萱間前理事長、学術集会担当理事であった松下年子先生をはじめ多くの関
係者の方々からのご指導、ご支援をいただき無事に会期を終了することができましたこと、この場をお借
りして深謝申し上げます。

第 32 回学術集会におきましては荻野雅学術集会会長をはじめとして着々と準備を進めていらっしゃる
とお聞きしております。継続するコロナ禍での学術集会準備にご苦労絶えないことと推察いたしますが、
学術集会を通してまた皆様にお会いできますことを心より楽しみにしております。最後となりましたが皆
様のますますのご健勝をお祈りいたしております。
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第32回学術集会に向けて

第32回学術集会会長　荻　野　　雅
（武蔵野大学）

日本精神保健看護学会第 32 回学術集会を、2022 年 6 月 4 日（土）、5 日（日）に、武蔵野大学有
明キャンパス（江東区有明 3-3-3）にて開催すべく、現在、その準備を行っております。現在のところ、
会場での開催と WEB 配信を併用したハイブリッド開催を予定しております。

第 32 回の学術集会のテーマは「精神保健における精神看護の責務―ウィズコロナの精神看護とは―」
と題して開催いたします。

2020 年 1 月に、WHO が新型コロナウイルスによる感染症を確認され、それ以降私たちの生活は大
きく変わりました。感染するかもしれない不安、また経済的な低迷が続き経済的に困窮する人々、外出自
粛で人と関わるのはオンラインのみ、いつ感染状況が治まるのか先行きが見えない不安など。昨年の厚生
労働省の調査では約 6 割の人々が何らかの不安を抱えているとの結果でした。そしてその不安や怒りが、
睡眠障害や飲酒やゲームなどの依存症、ひいては自殺や家庭内暴力などの問題を引き起こすことが指摘さ
れています。

健康は、すべての人々が有する基本的人権の一つです。健康はその個人だけの努力によって達成される
のではなく、周りの人々の支援や社会福祉制度などの施策など個人を取り巻く環境の整備が必要です。

精神看護に携わる私たちは、精神看護の専門職者として、このような状況の中での人々の精神保健にど
のような支援ができるでしょうか。学術集会を通して、会員の皆様と考えていきたいと思います。

多くの皆様のご参加をお待ちしています。
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6 月 4 日、7 月 19 日に、2021 年度第 2 回、第 3 回の理事会を開催いたしました。6 月の理事会で
は第 5 期理事長に安保寛明理事、副理事長に萱間真美理事が選任されました。また、第 5 期理事の委員会
活動等の役割が決定されました。そして 7 月の理事会では各委員会が組織され、今期の活動が始まりました。

第31回定時学会総会について
今年度の総会も、COVID-19 による感染拡大防止の観点から、対面で開催せず、zoom による開催とな

りました。総会で報告した内容は下記の通りです。
① 2020 年度事業報告
② 2020 年度決算報告
③ 2020 年度監査報告
④ 2021 年度事業計画
⑤ 2021 年度予算
⑥ 日本精神保健看護学会第 32 回および第 33 回学術集会会長の選出結果
⑦第 5 期役員の紹介
⑧ 第 12 回（2021 年度）日本精神保健看護学会研究助成金贈呈
⑨第 5 期理事長挨拶
⑩第 32 回学術集会会長挨拶およびご案内

第 32 回学術集会は武蔵野大学荻野雅先生を会長として、準備を進めてくださっています。また、第 33
回学術集会は、神戸市看護大学の船越明子先生を会長として開催する予定です。

理事会報告 総務委員会　矢　山　　壮
（関西医科大学）
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理　　　事

畦地　博子 高知県立大学

安保　寛明 山形県立保健医療大学

遠藤　淑美 鳥取看護大学

大川　貴子 福島県立医科大学

岡田　佳詠 国際医療福祉大学

香月富士日 名古屋市立大学　

萱間　真美 聖路加国際大学

寺岡征太郎 和洋女子大学

永井　優子 自治医科大学

松下　年子 横浜市立大学

松田　光信 大阪市立大学

宮本　有紀 東京大学

指 名 理 事

大熊　恵子 宮城大学

矢山　　壮 関西医科大学

監　　　事

荻野　　雅 武蔵野大学

多喜田恵子 岐阜保健大学

日本精神保健看護学会　第5期役員名簿　
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日本精神保健看護学会　第4期代議員名簿（地区別）
氏　　名 所　　属 地　　区

安保　寛明 山形県立保健医療大学 北海道・東北
大川　貴子 福島県立医科大学 北海道・東北
澤田いずみ 札幌医科大学 北海道・東北
八木こずえ 北海道医療大学 北海道・東北
末安　民生 岩手医科大学 北海道・東北
寺岡征太郎 和洋女子大学 関東（除東京）
岡田　佳詠 国際医療福祉大学 関東（除東京）
宮本　真巳 亀田医療大学 関東（除東京）
森　　千鶴 東京医療学院大学 関東（除東京）
松下　年子 横浜市立大学 関東（除東京）
上野　恭子 順天堂大学 関東（除東京）
辻脇　邦彦 東都大学　 関東（除東京）
永井　優子 自治医科大学 関東（除東京）
柴田　真紀 神奈川工科大学 関東（除東京）
福嶋　好重 横浜市立市民病院 関東（除東京）
萱間　真美 聖路加国際大学 東京
野末　聖香 慶應義塾大学 東京
宮本　有紀 東京大学 東京
荻野　　雅 武蔵野大学 東京
小山　達也 聖路加国際大学 東京
畠山　卓也 駒沢女子大学 東京
武井　麻子 Office-Asako 東京
濱田　由紀 東京女子医科大学 東京
福田　紀子 慶應義塾大学 東京
香月富士日 名古屋市立大学 甲信越・北陸・東海
多喜田恵子 岐阜保健大学 甲信越・北陸・東海
片岡　三佳 三重大学 甲信越・北陸・東海
北岡　和代 公立小松大学 甲信越・北陸・東海
長谷川雅美 新潟県立看護大学 甲信越・北陸・東海
石川かおり 岐阜県立看護大学 甲信越・北陸・東海
山田　浩雅 愛知県立大学 甲信越・北陸・東海
田中　浩二 金沢大学 甲信越・北陸・東海
土田　幸子 鈴鹿医療科学大学　 甲信越・北陸・東海
遠藤　淑美 鳥取看護大学 近畿
寳田　　穂 武庫川女子大学　 近畿

宇佐美しおり 四天王寺大学 近畿
松田　光信 大阪市立大学 近畿
玉木　敦子 神戸女子大学　 近畿
武用　百子 大阪大学 近畿
千葉　理恵 神戸大学 近畿
三木　明子 関西医科大学 近畿
國方　弘子 香川県立保健医療大学 中国・四国・九州・沖縄・その他
白石　裕子 福岡国際医療福祉大学 中国・四国・九州・沖縄・その他
畦地　博子 高知県立大学 中国・四国・九州・沖縄・その他
藤野　成美 佐賀大学 中国・四国・九州・沖縄・その他
松枝美智子 星槎大学大学院 中国・四国・九州・沖縄・その他
岩瀬　貴子 活水女子大学 中国・四国・九州・沖縄・その他
田井　雅子 高知県立大学 中国・四国・九州・沖縄・その他
吉永　尚紀 宮崎大学 中国・四国・九州・沖縄・その他
岩切真砂子 公益財団法人慈圭会　慈圭病院 中国・四国・九州・沖縄・その他
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一般社団法人日本精神保健看護学会
第5期理事長　あいさつ

日本精神保健看護学会理事長　安　保　寛　明
（山形県立保健医療大学）

第５期理事長を拝命いたしました、安保寛明です。

精神看護・精神保健に関心や専門性を有する人々で構成され、この領域をけん引している学会の発展に寄与

する機会をいただきました。

日本精神保健看護学会の特徴は、定款において「本会は精神保健看護学の発展をはかり、広く知識の交流に

努め、もって人々の精神の健康と福祉に貢献することを目的とする」と、単なる学の発展だけでなく人々の健

康と福祉に貢献することを目的に謳っているところにあります。

心の健康の保持増進は、多くの人々の共通の願いであり、疾病や障がいを有する人への医療やケアとしての

看護にとどまらず、いまこの時を暮らしているすべての人々が精神的に健康であるために自分と他者をケアす

る基盤として精神保健看護学が期待されていることを表したものであると考えています。

本学会では、精神保健看護学の発展や知識の普及のために、学術誌や委員会活動、学術集会、研修などの場

を通じて、知見やアイデアを洗練させる機会をつくってきました。学術連携や研究助成、市民公開講座などの

精神保健看護学の応用や活用にも機会を作っています。

近年は、患者（当事者）市民参画、学校や職域のメンタルヘルス、ひきこもり対策や自殺対策など、医療の

枠組みに収まらないことが望ましい分野の発展が著しく、かつ注目もされています。

私は、日本精神保健看護学会の果たす役割の一つに、偏見の是正や健康行動の増進の役割があると考えてい

ます。先ほど述べたような近年のテーマに取り組むときに重要なことは、対象者である当事者や学生や労働者、

地域住民や当事者の家族といった方々を緊張させずに人間関係や社会の融和をもたらすことです。その意味で、

精神保健以外の背景も持ちやすく、市民のほとんどが知っている職域である看護の専門性は強みです。

精神疾患や精神的困難の状態に対する偏見や不信がすくない社会をつくることは、社会と人のつながり方が

変容しつつある現代においてとても重要です。侵襲性の低い関与をおこなうことができる精神保健看護学は地

域包括ケアシステムの構築を含む現代的な課題の解決に向けた基盤領域となることができると思います。

そのためには、研究活動などを通じた知の生産と、各種活動を通じた知の翻訳の両面を続ける必要があります。

皆様とともに、人々の精神の健康と福祉に貢献する機会をもてることを改めて喜びに感じております。どうぞ

よろしくお願いいたします。
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2020年度日本精神保健看護学会誌29巻 1号より、学会誌が電子ジャーナル化されました。同時に、
2点ほど大きな変更を実施しております。ひとつは、みなさまの研究論文がいち早く多くの方の目にとまり
活用していただけるよう、学会誌のオープンアクセス化を行ったこと、もうひとつは、原稿の種類を従来の
「抄録」「原著」「研究報告」「資料」「その他」の5つの分類から、「抄録」「原著」「資料」「その他」の4つ
の分類に変更したことです。また、2021年 6月よりは、冊子体では難しかった付録の掲載、例えば、作
成された尺度やガイドライン、詳細なデータ、画像データなど、本文には掲載できない資料を、電子付録と
して掲載する取り組みも進めております。電子化のメリットをいかしながら、今期も、査読編集プロセスを
迅速にスムーズに進める取り組みを行っていきたいと思っております。そのためには、査読委員のなど、会
員のみなさまにご協力をお願いすることも多くなると思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。また、
投稿数は、年間に50本程度ですが、もっと多くのみなさまに研究の発表の場所として学会誌を利用してい
ただければと考えております。投稿をお考えの方は、是非、日本精神保健看護学会誌への投稿をご検討いた
だければ幸いです。

教育の質向上委員会は、精神保健看護学の教育の質の向上のための活動を行うことを目的に設置された委
員会であり、精神保健看護学の基礎教育、卒後教育の実態調査および基礎教育、卒後教育への政策提言を所
管事業としています。これらの事業を遂行するために、本委員会は 7 名で構成しています。

精神保健医療体制や人々のニーズが高度化・複雑化する中で、看護職が高い専門性を発揮するには、看護

研究活動推進委員会は、精神保健看護学の発展を図るため、本学会の皆様の研究活動の推進に向けて活動
しています。主要な活動は、若手研究者の育成のための研究助成事業です。具体的には、実施を計画されて
いる研究に対し、厳正で公平な選考の上、研究費を助成致します。

2022 年度の募集も例年通り 12 月から開始する予定です。皆様にぜひご活用いただき、実施した研究
の成果を学会員へ還元することを通して、精神看護学の発展のためにお力をお貸しいただけますとありがた
く思います。

本年度は募集から選考、報告までの過程が順当に進むよう、今一度整備を図りたいと想います。また、いっ
そうの研究活動の活発化に向け、研究助成事業からみえてくる課題を、若手研究者育成のための教育へつな
げるなど、編集委員会をはじめ他の委員会と連携しつつ検討を進めて参りたいと考えています。 

今後も学会員の皆様の研究活動が円滑、活発に行えるように支援活動を継続していく所存です。是非とも
皆様からの忌憚のないご意見をお寄せいただければ幸いです。

編集委員会

研究活動推進委員会

畦　地　博　子
（高知県立大学）

遠　藤　淑　美
（鳥取看護大学）

教育の質向上委員会 松　田　光　信
（大阪市立大学）
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基礎教育から卒後教育への円滑な接続を可能にする精神保健看護に特化した新人看護職員研修ガイドライン
が必要だと考えています。そこで、今期の本委員会では、各々の精神医療機関で行われている卒後教育の実
態を調査し、精神保健看護分野における新人看護職員研修の在り方を検討することにいたしました。本委員
会の活動においては、看護基礎教育に携わっておられる会員の皆様、現場において教育を担当されている会
員の皆様の協力が不可欠です。どうかご協力の程よろしくお願いいたします。委員会へのご意見やご要望な
どがありましたら、ご連絡くださいますようよろしくお願いいたします。

実践の質向上委員会では、今年度、3 つの研修を予定しています。一つ目は、今年度入職の新人看護師を
対象に、昨年度コロナ禍から精神看護学の臨地実習経験を十分積めなかったことを想定した、患者との協同
関係を作るためのコミュニケーションスキルの基本を学ぶ研修会（2021 年 11 月下旬頃）で、オンライ
ン開催を考えています。二つ目は、昨年度同様に、日本認知療法・認知行動療法学会との共催による「認知
療法・認知行動療法」の算定に係る研修会（2022 年 3 月下旬頃）で、対面とオンラインのハイブリッド
かオンライン形式で、講義・演習を組み合わせて展開する予定です。三つ目は、昨年度の内容をブラッシュアッ
プした、中堅看護師の実践の質向上のための研修会（2022 年 5 月中旬頃）で、コロナ感染拡大状況を見
ながら、ハイブリッドか対面で開催します。学会員のニーズをくみ取りながら、有意義な研修会を企画しま
すので、是非ともご意見をお寄せください。また今期の委員会では、実践の質向上のための方略に関する検
討も行っていきます。精神保健看護の実践の質向上と方略に関する国内外の文献レビューと学会員対象のヒ
アリングやアンケート、これらを踏まえた中堅看護師対象の研修会の開催と評価、提言書の作成等を、2 年
間かけて行っていきます。2 年間、どうぞよろしくお願いいたします。

学術連携委員会が目指すのは、他の学術団体との連携・交流を通じて政策提言や精神保健看護の発展に寄
与することです。日本精神保健看護学会が単独ではなしえないことを、他の学術集会と目標・計画を共有し
て成し遂げるという、意義ある使命をいただいていると認識しております。2021 年度からは、私を含め
て 12 名の委員で活動を進めてまいります。これまで、日本精神科看護協会との連携のもと、精神障害者を
支える認定・専門看護師による看護専門外来支援や、日本糖尿病教育・看護学会との連携のもと、糖尿病と
精神疾患を併発した患者への看護について、診療報酬の対象となるようにと尽力されてきました。それらの
結果を受けて私どもも、さらなる精神保健看護の発展につながるよう邁進していきたいと考えています。ま
た新しい課題としては、一般病院における依存症問題への対策の浸透や、コロナ禍にあってのメンタルヘル
ス対策等を思案中ですが、皆様方からのご意見やご要望も是非お聞きしたく存じます。気軽にお声掛けいた
だけると幸いです。

実践の質向上委員会 岡　田　佳　詠
（国際医療福祉大学）

学術連携委員会 松　下　年　子
（横浜市立大学）
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社会貢献委員会は、精神保健看護学の知識を活用し、人々の精神の健康と福祉に貢献することを目的とし
た委員会です。昨年度は COVID-19 感染の拡大で全世界が混乱している中、前任の方々のご尽力により迅
速に支援マニュアルを作成し、公表することが行われました（ホームページに掲載中）。今期の 2 年間を通
じては、引き続き COVID-19 感染に関連したメンタルヘルス支援を検討していければと考えております。
病院の看護職の方をはじめ、現場の保健師さんや一般公務員の方、ワクチン受付電話対応の方、救急隊員な
ど、疲労困憊の中、対応中に怒鳴られたりすることもあり、そのような方々のバーンアウトや惨事ストレス
の問題が今後も継続することが予想されます。そのような方になにか支援が考えられたらいいなと思ってお
ります。また、いつまでも終わりが見えない不確実でなんとなく閉塞感がただよう世の中で、心のバランス
を崩される方も増えていると思われます。そのような一般の方々に対してもなにか貢献できるような企画を
考えて行けたらと思います。2 年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

広報・情報委員会では、皆様がご覧になっているこのニュースレターの編集作業、公式ホームページの充
実化、SNS でのさまざまな情報発信などを中心に、本会を広く広報していくことを目的に活動しています。
会員・非会員問わず、精神保健看護の実践者、研究者、教育者の皆さま、さらには広く精神保健看護に興味・
関心をもつ皆さまに向けて、本学会の諸活動について積極的に情報発信していきたいと考えています。本会
では Facebook や Twitter のアカウントを所有していますので、ぜひ一度ご訪問くださいませ。

また、広報活動に関する皆さまからの忌憚のないご意見もお待ちしております。何か発信したい情報など
がありましたら、ぜひ本委員会にご連絡ください。どうぞよろしくお願いいたします。

国内様々なところで地震や水害などが生じており、加えて COVID-19 感染症が蔓延している昨今、メン
タルヘルスの課題は大きく、本学会はこのような状況の中でどのようなことに取り組むことができるのかを
検討することが急務であると思います。

本年開催された第 31 回学術集会にて行われた 2 つの大会企画では、COVID-19 や東日本大震災におけ
る共創造がテーマとなり、このような危機的状況から何を学び、何が求められているのかが話し合われまし
た。そこで見えてきたことの一つは、“常時からの連携の大切さ”だと思います。非常時に必要なところに
必要な支援を届けるためには、日ごろからのネットワークがとても重要となります。

そこで、本委員会では、メンバーを全国の各ブロックから選出し、COVID-19 をはじめ災害に関する課
題を共有・整理することを通して、委員会メンバーによるネットワーク形成を図り、さらに委員会メンバー
をコアにしながら、各ブロック内でのネットワークづくりをしていきたいと考えております。また、委員会

社会貢献委員会

広報・情報委員会

災害対策委員会

香　月　富　士　日
（名古屋市立大学）

寺　岡　征　太　郎
（和洋女子大学）

大　川　貴　子
（福島県立医科大学）
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メンバーは、専門看護師や管理職として臨床で仕事をされている方、国立・公立・私立大学で教育研究活動
をされている方など様々な機関に所属しており、委員間での情報交換から、COVID-19 をはじめ災害発生
時の施設を超えた連携がスムーズに図れるためのシステムづくりについても、模索していきたいと思ってお
ります。

【総務委員会について】
総務委員会は、学会組織が円滑に運営できるよう、理事会・代議員会・学会総会の運営や諸規定の管理を

行っております。学会の更なる発展に向けて、各委員会の取り組みを縁の下からサポートする役割も担って
おります。また、会員の皆様から学会事務局にお寄せいただいたお問い合わせへの対応、会員の皆様へ有益
な情報をメール等で配信もしていきます。

【入退会手続き・会費納入について】
総務委員会では、会員の皆様の入退会の手続き、会費納入の確認を行っております。今年度の会費のお支

払いがまだの方は、お早めにお振り込みくださいますよう、お願いいたします。なお、退会をご希望の場合
は、当該年次の会費をお支払いいただいたうえで、退会届（様式指定なし）を FAX・メール・郵送のいず
れかの方法で、学会事務局にご送付くださいますようお願いいたします。また、職場のお仲間に学会をご紹
介いただけますと幸いです。

ご不明な点等ありましたら、学会事務局にお問い合わせください。

令和 3 年度の本委員会は次の 3 課題を中心に活動する。
１）本委員会に係る規定案の作成

組織構成や、利益相反および研究倫理に関すること、 精神保健看護倫理に関する審議事項等、次期以降
の委員会が円滑に活動できるように内規等を整備する。

２）�一般社団法人日本精神保健看護学会利益相反に係る規定の整備
令和 4 年度社員総会において本会の「利益相反指針」の承認を得るとともに関連する実施細則、管理

方法等の準備を整える。
３）�神出病院における患者虐待に係る本会の意見書のとりまとめ

本事案について新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を受け、神戸市および当該病院による対応が
遅れていた。本年 5 月に入院患者に対する看護師による傷害事件が新たに起こり、神出病院に虐待事件・
違法隔離等に関する第三者委員会が設置され、調査結果を含めて令和 3 年度中に報告書が提出される予
定である。本委員会では、年内に本会としての意見書の発出に向けて検討を進める。

総務委員会

倫理・利益相反委員会

大　熊　恵　子
（宮城大学）

永　井　優　子
（自治医科大学）
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日本精神保健看護学会では、若手研究者の育成を目的として、研究助成を行っています。 2021 年度の
助成は以下のように決定いたしました。

 
助　成　者：岡本史彦（訪問看護ステーションみのり ) 
研究テーマ：�「渡辺式」家族アセスメント / 支援モデルを実践した精神科訪問看護ステーションのスタッフ

の体験
研究助成額：200, 000 円 

助　成　者：十倉絵美（京都橘大学 ) 
研究テーマ：薬物使用障害をもつ女性の妊娠・出産・育児の困難さ～当事者視点からの検討～
研究助成額： 300, 000 円 

2022 年度日本精神保健看護学会研究助成募集要項は学会ホームページに掲載しています。

　　広報・情報委員会

寺岡征太郎（和洋女子大学）

神澤尚利（東京医科大学）

中戸川早苗（北里大学）

永江誠治（長崎大学）

瀧めぐみ（高知県立大学）

（お問い合わせ）メールアドレス： japmhn.pr@gmail.com

編集後記　　　　

東京オリンピック開催の頃から、本号の編集に向けた作業が始まりました。世間ではコロナ禍におけるオ
リンピック開催の是非が議論されていましたが、選手の皆さんから沢山の感動をいただきました。ありがと
うという気持ちでいっぱいになりました。

今号では、第 31 回学術集会に参加された方々の学びや感想を掲載致しました。学術集会を振り返り、改
めて知が拓かれたことを実感し、重ねてまた、ありがとうという気持ちでいっぱいになりました。ポジティ
ブな気持ちのまま次号も委員一同和気藹藹と頑張りますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。

（中戸川）

若手研究助成採択と
　募集について

研究活動推進委員会　遠　藤　淑　美
（鳥取看護大学）
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